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家兎（n=20、雌、体重 2 kg 前後）を空腹状態でペントバルビタール（20 mg/kg）静脈麻酔
後、心電図モニター下に右頸部迷走神経の電気刺激（50 Hz, 持続 1 ms)を繰り返し、0.1 か
ら 1.0 ボルトまで徐々に刺激を増強した。各々の刺激は、2 から 3 分間の休息をあけながら


















出された。麻酔により毎分 250 から 300 回に心拍数が増加した。心室性期外収縮は、それ
に続く p 波に重なって出現した。心室性期外収縮による二段脈は、4 から 100 連発に上る非
持続性単形性の心室性頻脈になることが時々あった。心室性二段脈は 20 例中 15 例（75 %）











１週間後剖検時の病変の出現頻度は、左心室基部に 16 例（80 %）、そのうち全周性病変は
8 例（40 %）、一部病変は 8 例（40 %）であった。僧帽弁および乳頭筋の病変は 15 例（75 %)
で、心尖部には病変を認めたものはなかった。病変は心基部、僧帽弁や乳頭筋に高頻度に
認められた。心室性二段脈と特有心病変とは密接に関連していた。心基部、僧帽弁および
乳頭筋を含む典型的な心病変は、心室性二段脈を認めた 15 例のうち 12 例（80 %）に認め、























家兎を静脈麻酔後、右頸部迷走神経の電気刺激を 2 から 3 分間の休息をあけながら 1 から
2 分間継続した。僧帽弁逆流の有無を聴診およびカラードプラ心エコー法を用いて調べ、心
病変を検出するためにコロイドカーボンを静注した。 
心室性二段脈は 20 例中 15 例（75％）で迷走神経刺激中に認められ、心室性二段脈を認め
た 15 例中 5 例（33％）に非持続性単形性心室性頻拍を認めた。１週間後剖検時にコロイド
カーボンが沈着した病変は、左心室基部に 16 例（80%）、そのうち全周性病変は 8 例（40%）、
一部病変は 8 例（40%）であった。僧帽弁および乳頭筋の病変は 15 例（75%）で、心尖部
には病変を認めなかった。心基部、僧帽弁および乳頭筋を含む典型的な心病変は、心室性
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